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これからの熱い夏にご注意！ 
子どもを車内に残したままの「カギの閉じ込み」 ２ヵ月で７件 

～熱中症発症の恐れもあり、大変危険！～ 

                     ― ＪＡＦ宮崎支部 ―  

一般社団法人 日本自動車連盟（ＪＡＦ）宮崎支部（支部長 佐土嶋 恒夫）は、平成２５年７月１日
から８月３１日までの２ヵ月間、車内へのカギの閉じ込みによるロードサービス救援出動状況を調査し

ました。 
その結果、宮崎県内（総出動件数３，０８４件）の「カギの閉じ込み」による出動は４２６件で、そ

のうち「幼い子どもが自動車の車内に残されたまま」のケースは７件でした。 
また「子どもの車内事故に関するアンケート調査」（平成２３年１月,ＪＡＦ）では、回答者７，０４

８人のうち２８．２％の人が「すぐ戻るから」「子どもが眠っていたから」などの理由で「子どもを車内

に残したまま車を離れたことがある」と回答。「子どもの車内安全」に関する保護者の意識が希薄な実態

が明らかになっています。 
なお、子どもを車内に残すことで最も危惧される熱中症の発症について、その危険性を検証する実験

（平成２４年８月,ＪＡＦ）を行ったところ、エアコン停止からわずか１５分で熱中症指数（ＷＢＧＴ※）
が人体にとって危険なレベルまで達することが実証されており、特に体温調節機能が未発達な乳幼児に

おいては、深刻な状況を引き起こす恐れが強く、大変危険です。 
同支部では、「ほんの数分であっても、子どもを車内に残すのは子どもを死の危険にさらすことと同

義です。絶対に車内には幼い子どもを残さないようお願いします。万が一、子どもが車内に残された状

態でカギを閉じこんでしまった場合は、落ち着いてＪＡＦへ救援をご依頼の上、必ずその旨を受付者に

お伝えください。」としています。 
※熱中症指数（ＷＢＧＴ）：人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標 

                            以上 
 
 
 
 
 
＜添付＞子ども入りドアロック集計（１九州 ２全国 いずれもＪＡＦ調べ） 

一般社団法人日本自動車連盟 宮崎支部  

お問い合わせはお気軽に：ＪＡＦ宮崎支部 事業係 竹内・山本まで TEL ０９８５－５２－４５１１ 
※画像の提供もご相談ください。              （月～金曜日 9：00～17：30） 

  ロードサービスの情報ならＪＡＦ宮崎支部 地域情報「ようこそＪＡＦ宮崎」をクリック 

 

 

ＪＡＦ速報  

「キー閉じ込み」防止のポイント  

１ ドアの施錠（ロック）はカギを手に持って（リモコンキーの場合も手に持って確実に） 

２ トランクに荷物を積み込む場合は要注意（トランク内のキー置き忘れに注意） 

３ クルマのキーやリモコンキーを子どもに渡さない 
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【九州】 子ども入りドアロック集計（調査集計期間：平成２５年７月～８月 ＪＡＦ調べ） 

支部名 
子ども入り 

キー閉じ込み 
キー閉じ込み件数 総実施件数 

福岡 66 2490 26274 

佐賀 14 391 3138 

長崎 9 596 5329 

熊本 6 758 6964 

大分 8 679 5483 

宮崎 7 426 3084 

鹿児島 3 689 4937 

沖縄 5 198 2379 

合計 118 6227 57588 
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【全国】 子ども入りドアロック集計（調査集計期間：平成２５年７月～８月 ＪＡＦ調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


